
改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

識別：運転席側フロント･ショック･アブソーバ取付け部に黄ペンを塗布する。 

基 準 不 適 合 発 生 箇 所 

改善の内容 
全車両、イグニッションスイッチを対策品に交換する。なお、対策品の準備に時間を要する

ことから、使用者に不具合の内容を通知して注意喚起を行い、準備が整い次第、再度入庫の通

知をする。 

イグニッションスイッチにおいて、スイッチ内部の接点に過剰な量のグリスが塗布されたた

め、スイッチ操作時に発生するアーク放電の熱によりグリスが炭化して可動接点と固定接点間

に堆積し、スイッチ内部の絶縁性が低下することがある。そのため、そのまま使用を続けると

接点間が導通してスイッチが発熱、発煙し、最悪の場合、火災に至るおそれがある。 

注)      は、修正部品を示す。 

イグニッションスイッチ 


